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共生のひろば　６号 , １７－２０, ２０１１年３月

コンクリートの川にホタルを増やそう
～池尻川ホタル再生計画 vol.2～

瀬戸山知晴・大森聖和子・室崎隆春・棘木　悠・奥 絵梨香・清内優一・鈴木魁人・

國戸麻生・土居恭子（兵庫県立有馬高等学校科学部）

はじめに

池尻川は、人と自然の博物館の北方、フ

ラワータウンとウッディタウンの間を流

れ、三田市消防局の横で武庫川本流に合流

する川である。三田市のニュータウン開発

に伴いコンクリート三面張りに改修されて

いるが、ホタルが生育していることで知ら

れている。有馬高校科学部は、平成 19 年

度より武庫川上流ルネッサンス懇談会の協

力で、この川のホタルを増やす取り組みを

行っている。これまでの調査でわかったホタルの生育環境と、ホタルが生育できる範囲を広げ

るために行った水制の設置についてまとめた。

ホタルの生育環境

- 17 - 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



－　18　－

ホタルの成虫は、前ページの地図上の線を引いた範

囲で観察できる。このうち、三田幹線より上流側では、

例年数十匹と多くの個体が見られるが、下流側では、

数匹程度しか見られない。ホタルの多い上流部と少な

い下流部では、どちらも左岸側は道路、右岸側は林だ

が、地図の下の写真のように、川の中の様子が異なっ

ている。上流側には、河床に土壌が定着し草地ができ

ている。この草地の根元でゲンジボタルの幼虫が多く

見つかった。（右写真）

また、平成 21 年 4 月、雨が降った日の夜８時頃、蛹化のために上陸する幼虫を発見するこ

とができた。幼虫は、右岸側の林まで、約 2.6 ｍのコンクリート壁を登っていた。

水制の設置

ホタルの生育環境の調査から、コンクリートの川でも、上流部のように川の中に草が生える

環境があれば、ホタルの幼虫が成育できる可能性があるということがわかった。そこで、川の

下流部にも上流部のような環境を作ることを考え、そのために河床に水制を設置することにし

た。そして、その周辺で、カワニナがふえたかどうか、土砂がたまったかどうかを調べるとい

う取り組みを続けてきた。

水制を設置するにあたっては、まず、自分たちでどんな形にするかを考え、それをもとに施

工する。そして、つくった水制の周辺でのカワニナの数を毎月調べる。その結果、増えなかっ

たのなら、何が悪かったのか、増えたなら、何が良かったのか、また、もっと増やすにはどう

すればよいか、を考え、さらに次の水制の形を考える。この繰り返しで、今までに、３回の水

制の設置を行った。

- 18 - 

 

 

…
…

•
•



－　19　－

１回目は、角材を材料にして、２箇所に直線横断型とニコニコマーク型の２種類の水制を

作った。設置後のカワニナの数は前ページ右下のグラフのようになり、直線横断型でたくさん

増えたという結果が得られた。しかし、どちらの水制にも土砂はあまりたまらず、草地はでき

なかった。そこで、直線横断型を分析し、改良した形を考えた。水がよどむとカワニナは生育

できないので、角材の間をいつも水が流れるようにすると同時に、上流側に角度をつけて角材

を配置し、砂を溜めて草が生えるように計画した。

左上が２回目の水制の写真である。矢印のように常

に角材の間に水を流すことができた。また、直線横断

型と６列型の１年間のカワニナの数を比較すると右上

のグラフになった。６列型の方が多いという結果が得

られたので、この形に効果があったと考えられた。ま

た、施工から１年以上たった段階で、左岸側に土砂が

たまり草が生えてきた。しかし、右岸側には全く生え

ない。幼虫の上陸を考えれば、川岸に林のある右岸側

のほうが重要なので、このことは大きな問題であると

考えた。

そこで、さらに左上の施工案を考えた。右岸側に、石で囲っ

た枠の中に砂を入れて島を作る。強引に草地を作ってしまおう

という考えである。左岸側は、カワニナをもっと増やすため

に、新型と同じような水制にする。ただし、前回の６列型では、

間隔が詰まりすぎていて、２列め３列めは、水が滞留してヘド

ロがたまっておりカワニナの数も少なかったため、水制と水制

の間隔を、直線横断型と６列型の間と同じ９ｍにすることにし

た。また、２本の角材の長さの差を大きくし、角材の間に流れ

る水が増えるように計画した。
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石の水制には、あらかじめ鉄筋を固定した人頭大の石を用いた。水制を作る場所に、土砂を

とどめるためにヤシマットを敷き、その上に石を半円状に並べた。石を置く位置にドリルで穴

を開け、石の鉄筋を穴にさして固定した。石で囲った内側には、砂や落ち葉などをつめた。角

材の水制は、上流側 100㎝、下流側の 150㎝の角材を１組として用いた。２本の角材の間を

30㎝、２本目の角材と川岸のコンクリート壁との間を 40㎝とし、60°の角度で配置した。角

材はアンカーボルトで河床に固定した。このような要領で、左岸側に角材の水制を６箇所、右

岸側に石の水制を２箇所設置した。

まとめ

上の写真は、これまでに作った水制を下流から見たものである。１回目につくった直線横断

型から、２回目の６列型、３回目の角材・島混合型まで、上流へ約 60 ｍ、私たちで作った水

制を連続させることができた。ホタルの多い上流部の生息範囲を広げるには、上流部から連続

した環境をつくることが必要である。今後、新しく作った水制周辺での生物調査を続け、その

結果をさらに発展させて、上流部まで水制をつなげていきたいと考えている。

「この取り組みで、ホタルは増えましたか？」とよく聞かれるが、川に草地ができないこと

には、ここでホタルは増えることができない。まだまだ時間はかかるだろうが、いつか私たち

の作った水制の場所にホタルが産卵し、幼虫が住むようになることを期待している。
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